
講　座 内　容

★

【QRコードからのお申込み】

【PCからのお申込み】

右記QRコードからお申込みください。

https://www.funaisoken.co.jp/seminar/136092

お申込み方法

船井総研ホームページ（https://www.funaisoken.co.jp）の右上検索マークから『136092』をご入力し検索ください。

※お申込みに関してのよくあるご質問は「船井総研　FAQ」と検索しご確認ください。　※お電話・メールでのセミナーお申込みは承っておりません。
E-mail seminar271@funaisoken.co.jp TEL 0120-964-000（平日9:30～17:30）

開
催
日
時

受講料 税抜10,000円（税込11,000円）／一名様 税抜8,000円（税込8,800円）／一名様
※会員価格は、各種経営研究会・経営フォーラム、および社長onlineプレミアムプラン（旧：FUNAIメンバーズPlus）へ ご入会中のお客様のお申込みに適用となります。

※祝日や連休により変動する場合もございます。

一般価格 会員価格

開催方法 オンライン開催 お申込み期日 銀行振込み
クレジットカード

：開催日6日前まで
：開催日4日前まで

当社ホームページからお申込みいただけます。 船井総研ホームページ［www.funaisoken.co.jp］右上検索マークから『お問い合わせNo.』を入力ください。 136092

株式会社船井総合研究所　〒104-0028　東京都中央区八重洲二丁目2番1号　東京ミッドタウン八重洲　八重洲セントラルタワー35階

主  

催

工務店・住宅業界評価制度セミナー お問い合わせNo.S136092

【お問い合わせ先】船井総研セミナー事務局

2026年

1月21日・水 22日・
木 27日・火 28日水

オンライン
開催

13：00～15：00

工務店・住宅

評価制度

（ログイン開始：開始時刻30分前～）

業
界

工務店・住宅業
界評価制度

セ
ミ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー

評価制度 最新トレンド2026

第1講座

工務店・住宅業界 評価制度のトレンド

株式会社船井総合研究所 Reformビジネスグループ シニアコンサルタント生田目 吉章

工務店、住宅業界における評価制度のトレンドを解説。複数ブランド、複数業
態展開などで社内に多数の職種が混在するなか、社員の公平感を保つ評価
制度が求められている。また、採用や定着を考慮した賃金制度も必要。賃上
げやベースアップを実施する企業が増加している現状を踏まえ、自社の適正
給与、分配率なども解説。

第2講座

評価制度構築と運用のポイント

株式会社船井総合研究所 Reformビジネスグループ シニアコンサルタント生田目 吉章

評価制度は①グランドデザイン②人事③評価④賃金の4つの視点で構築が
必要。この視点について事例を交えて解説。また、構築した後の運用におけ
るポイント、特に考課者育成について詳しく解説。

ブランドや業態によって変わる生産性や
粗利率。社内で整合性をとり、コンバー
トを可能にする制度設計

工務、設計、IC、総務などの全社員を公
平に評価する制度設計

自社の給与は適正なのか？他社と比べ
てどうなのか？賃上げや定着力、採用な
どを考慮した適正な給与配分

ヤマタホールディングス株式会社
代表取締役社長

山田 雄作 氏

有限会社宮本工務店
代表取締役

宮本 武靖 氏

株式会社リアライズ
代表取締役

山崎 貴修 氏

株式会社浜松建設
代表取締役

濱松 和夫 氏
※4名ともゲスト登壇はありません

※休業期間中は電話がつながらなくなっております。※Webからのお問い合わせには1月7日以降順次ご回答させていただきます。
※なお、受講申込はWebより24時間受け付けております。ご不便をお掛け致しますが、何卒ご了承くださいますようお願い申し上げます。

【年末年始休業のお知らせ】2025年12月26日正午～2026年1月6日まで 



評価制度構築

1つでも当てはまる皆様は

複数ブランド展開で適正な評価ができない複数ブランド展開で適正な評価ができない
▶ブランドごとの生産性をもとにした評価の設計
ローコスト系と高級注文系では粗利率や1棟あたり粗利額、生産性に大きな違いがあります。それぞれの営業担当者を適正に公平に
評価する仕組みの設計が重要といえます。賃金設計においては分配率をベースとすることで公平感を保ちます。

複数業態展開で業態間の公平性が保てない複数業態展開で業態間の公平性が保てない
▶業態による不公平感を解消
新築、分譲、不動産、メンテナンス、リフォームetc複数の業態を展開し、ワンストップソリューションを提供する企業が増えてきまし
た。業態ごとに代わる評価軸や賃金設計など公平性を保つ制度設計と社内浸透がポイントです。

受注から完工までのサイクルが長い受注から完工までのサイクルが長い
▶歩合の支給方法で対策を打つ
受注してから完工まで約半年の工期がかかる業界。当然、決算期をまたぐ工期になることも多数あります。営業担当者のモチベーシ
ョンの一つが歩合でしょう。支給方法を工夫することでモチベーションを維持しつつ、完工までしっかりと対応させていきます。

工務・設計・総務などの適切な評価方法工務・設計・総務などの適切な評価方法
▶間接部門についてもスキル評価・MBO評価を設定
数字に直結する営業部門はもとより、間接部門も適切に評価する必要があります。それぞれの職種に求められるスキルの習熟度や、
評価期間を通して取り組む目標を自ら設定しその成果や取り組みを評価するMBOの設定により全社員を適切に評価します。

今の給料が適正なのかわからない今の給料が適正なのかわからない
▶全社分配率、営業個人の分配率に基づき給与設計
P/Lベースでみると分配率は40％～50％程度。取り組むブランドや業態ごとに営業個人の分配率は変わってきます。それぞれの社
員に公平で適切な給与を支払う、間接部門にも歩合を出したい、そのような要望をかなえる賃金設計。

□ 特に評価制度はなく「社長の勘」で昇格・昇給を決めている
□ 以前、評価制度は作ったが、まったく機能していない
□ 歩合至上主義で社内の雰囲気がギスギスしている
□ 正当な評価ができなかったため、エース級が退職、引き抜かれた
□ 営業ばかりが・・・と工務、設計、IC、総務から不満が出ている
□ マネージャーも個人数字を追うため、若手の育成が進んでいない

視点❶

視点❷

視点❸

人 事
●キャリアパス
　エキスパート
　マネジメント
●ジョブコンバート

評 価
●定量＆定性＆スキル
●MBO（重点目標評価）
●フィードバック
　➡マーケティング要素

賃 金

人 事

評 価

賃 金
●ベースアップ
●労働分配率
●歩合設計
●ジョブコンバート

評価制度策定の意義を明確化
➡複数ブランド、複数業態展開の公平性
➡全社員の適切な評価
➡物価高に対応できるベースアップ
➡定着率を高める賃金設計


